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講演資料の大部分は 
2016環境白書 

2016エネルギー白書 
から引用しています。 

これらの資料はどなた
でも入手できます。 



CO2排出量の現状 
2016 年 7 月の CO2 濃度は 

史上初 400 ppm を超えた !! 

 

 

IPCC 予測のペースより早い
ペースで CO2 濃度は増加し
ている !! 

 



IPCC って ? 
「気候変動に関する政府間パネル」という機関 

国際的な観測データに基づいて将来の 

気候変動の予測を 

発表している。 

   ↓ 

世界はどのように 

対処しようと 

しているのか ? 

 



京都議定書→パリ協定 

• 温暖化対策は先進国だけの問題 

→すべての国が対応しなくてはならない国際的な課題 

• 目標は設定されるが成果については ? 

→目標設定には自主性が認められるが、5 年ごとに結果・成果の報告が義務付
けられる 



世界のCO2排出状況 

かつての発展途上国
が CO2 の大排出源に 

日本は世界全体の
3.8 % 

世界の人口は72億 
7552万 100人 

日本の人口は1億
2706万人(10位) 

1.75 % 



日本のCO2排出量内訳 

• 製造業・運輸業は景気の低迷と共に現象 

• サービス業・家庭部門は排出量が増加 

 



日本のエネルギートレンド 

• この40年間で消費エネルギーは 1.2 倍 

• 家庭でのエネルギー消費は 2 倍、運輸部門は 1.7 倍に !! 

• エネルギー消費は産業界で 62 %, 運輸部門で 23 %,  

  家庭で 15 % という割合に 



家庭のエネルギー消費 

• 一家に一台以上になった自家用車がエネル
ギー消費の38%を占めている。 

• 冷房よりも暖房の方がエネルギー消費が大
きい !! 

 



家庭のエネルギー源構成 

• 家庭のエネルギー源は電気とガスとガソリン 

• 太陽光が普及したといっても全体の 1 % にも
満たない !! 

 



世界のエネルギー消費は ? 

• アメリカと中国で世界のエネルギーの 38 % 
を使用している !!! 

• 日本は 約 3 % (人口は 1.7 %) 
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増え続ける移動のためのエネルギー 

• 景気が低迷する中でも物流量自体はそれほど減少していない 

• 移動手段・輸送手段としての自動車の普及拡大 

• エネルギー源はガソリンと軽油 

• CO2排出量の少ない動力へ 



移動とエネルギー 
(一般家庭のCO2排出量の 22 % が移
動の為のガソリンからの排出) 

自家用車のエネルギー消費が旅客部門の 

エネルギー消費の 80 % 以上を占めている 



新たな動力源は ? 
 • CO2 排出量の少ない動力へ 

                                                   W→W総合効率 

• ガソリンエンジン車       0.10  くらい 

• ハイブリッド                                0.15  くらい  

(プラグインハイブリット)    

• 電気自動車            0.22 くらい 

• 燃料電池自動車         ? 

W→W総合効率 : WELL TO WHEEL 総合効率 : 原油の掘削から輸送、 

動力としてのエネルギー変換効率まで考慮したエネルギー変換効率 

燃料電池自動車の場合、水素の供給にかかるエネルギーが原料によって大きく
異なることと、貯蔵、輸送のためのエネルギーが確定しないので現状 ? 



動力源別 CO2 排出量 

燃料電池自動車の場合、現状、水素の供給に石油由来のものを利用しているの
で CO2 が排出される。将来、非石油由来の水素供給源(水など)が見つかったとし
ても水素の発生に電気を使用すると、電源部分での CO2発生が残る。 
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そもそも再生可能エネルギーって何 ? 

• 発電過程で温室効果ガスを排出しない電源を
再生可能エネルギーと定めている。 

• →太陽光発電、風力、水力、地熱、バイオマス
(火力)、その他新エネルギー(水素・燃料電池) 

 

• CO2 排出量が少ない or 石油由来の燃料を使用
しない発電の普及を目指している 

Renet という団体名は 

Renewable energy network chiba  
から取られています !! 



一次エネルギー源の変遷 

• 石油・石炭・天然ガスという化石燃料依存型の電源構成 

• 原子力の減少分は火力で補っている  



再生可能エネルギーの国別導入状況 



一次エネルギー源構成将来像 

大型施設での大電力発電→中型発電施設でのエリア単位の電力供給 
  →分散型発電施設の普及(エネルギーの地産地消を目指す??) 
今回の環境白書では2030年度の電源として20 %以上の原子力発電 
が組み込まれている。  



再生可能エネルギー 

• 現状、一番大きな電源は水力発電 
• FIT の導入などで太陽光発電も近年急速に増えてきている。 



太陽電池 

• 太陽光発電の普及とともに国内での太陽電池の出荷量は
増加している 

• 中国産を中心に外国産のパネルが安価に出回るようにな
り国産太陽電池の割合は少なくなってしまっている。  



太陽光発電施設 

• 太陽電池の量産化による価格低下に伴い太陽光発電施設
の施設導入コストも低下している。 

• 住宅用が中心であったが2012以降は住宅以外でも太陽光
発電施設を導入するケースが増えている。 



世界の太陽光発電 

• 中国・日本・韓国で 80 % を生産 

• ドイツ・中国・日本・イタリア・アメリカが 

多くの太陽光発電施設を保有している。 

送電線を引くよ
り安上がり !! 

世界の太陽電池生産量 世界の累積太陽光発電設備容量 



次の再生可能エネルギー,風力 

• 太陽光と並ぶ再生可能エネルギーとして風力も利用されている 

• 太陽光よりも地域特性を受けやすく、導入できる地域が限定され
る。  



再生可能エネルギーとしてのバイオマス 

地域ごとの地域特性を活かしたエネルギー源が考えられる  



バイオマスとしての食品廃棄物 

• 家庭から出されるごみの量はおよそ 1 Kg/ 1 日 

• 一方、食品廃棄物の中で家庭から廃棄される分量
は60 % 以上  

各家庭からの食品廃棄物も有用なバイオマス資源となりうる !! 



廃棄食品由来の燃料生成プロジェクト 
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電力需給曲線 

 

“昼間の電力需要を賄うため” 
という理由で大型の発電施設を作り、 
大規模発電・全戸供給を行っている 

昼間の電力需要を 
夜間に移すことができれば、 

大規模な発電施設は不要になる !? 



3R lab PC 班 



小型宅内蓄電池利活用システムについて 

充電 

④充電器 

放電=宅内利用 変換 

③タイマー 

昼間放電 

(8:00 – 22:00) 

1.8-1.9kWh 

③タイマー 

夜間充電 

(22:30 – 7:30) 

2.7-2.8 kWh 

③ 

①バッテリー 

②グリッドタイインバーター 

直流⇄交流 

(24 V ⇄ 100 V) 
将来は太陽光パネルからの充電も可能 



本システムの仕様 
(特定非営利活動法人 

非電化地域の人々に蓄電池をおくる会より購入) 

パーツ名 代表的な性能 価格 

グリッドタイインバーター 200 W 
(平均的には 131 w/h) 

19000 

バッテリー 
(GSユアサ,STH700-4) 

4 V,  233Ah × 6 台 
(最大充電量 5.59 kW)  

10500×6 = 63000  

充電器 24 V, 15 A 
(平均的には 300 w/h) 

10000 

タイマー 2 台 2300 × 2 = 4600 

パルス延命装置 1 台 15000 

雑費 + 消費税 18400 

合計 約 13 万円 



本システムの性能について 
(電気使用量ベース) 

11 年間の月別平均値 
システムを導入した 2月の実績値 

から推定した 2017 年の予測値 

昼間電気量0 

昼間の電気使用量が少ない 5 – 10 月は 

昼間電気使用量が 0 になる !! 電気使用量は昼間が 5-6 割、夜間 5 – 4 割 

年間3100kWh程度 

(昼間1600 kWh, 夜間 1500 kWh) 電気使用量は昼間が 2 割、夜間 8 割 

年間2800kWh程度 

(昼間500 kWh, 夜間 2300 kWh) 



本システムの性能について 
(電気代ベース) 

11 年間の月別平均値 
システムを導入した 2月の実績値 

から推定した 2017 年の予測値 

昼間電気量0 

昼間電気使用量が 0 であれば、 

昼間分の電気代は 0 !! 電気代は昼間が 75 %、夜間 25 % 程度 

年間74000程度 

昼間45000 円, 夜間 15000 円 

昼間 26.5 円/kWh, 夜間 10.1 円/ kWh 

電気使用量は昼間が 25 %、夜間 75 % 

年間57000円程度 

(昼間14000円, 夜間 29000 円) 



本システムの採算性について 

• 導入コスト  約 13 万円  

• 年間平均使用量との差額 17000 円/年 

  (GTI が200 W の場合) 

   → 25000 円 / 年 (GTI が300 W の場合) 

• バッテリー寿命 10 年程度 

 

単純なコスト計算でも 
5 -8 年間で導入コストの回収が可能 !! 



小型宅内蓄電池利活用システムの将来 

ピークシフト型電力平準化システムとして 

家庭の昼間の電力消費量を 

劇的に削減できる !! 



本システムの応用性 

• FIT 後の太陽光発電との相乗効果 
 家庭用の太陽光発電を持っている家では FIT での売電期間
終了後は売電するよりも宅内で利用した方が有効、 

 その時には本システムのような蓄電-変換システムが必要 

• 充放電ロスに対する対応 

• 多様な発電との連携充電と宅内・施設内利用 

  太陽光以外にも様々な健康器具や防災用発電装置と組み
合わせることで電力の自立を支援する 

• 非常用・災害時避難施設への設置 

 →非常時を想定した設備を日常利用することで 

  災害にも強いエネルギー自立生活が可能になる 
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エネルギーの未来像-1 
(社会的視点) 

• エネルギーを消費する社会・文化からエネル
ギーを生産する社会・文化へ 

• ライフスタイルの再考は社会全体のニーズを反
映している。(東日本大震災を踏まえて !!) 

• →地域ごとに自分たちの持っている”資源”を再
発見し、その”エネルギー”をいかに活用して行
けるかが課題 

 



エネルギーの未来像-2 
 (個人としての視点) 

• 実は地域も個人の集まり!! 

• 一人ひとりが自らの実生活を考え直し、毎日の
生活の中でできる事を発見して実践して行くこと
が求められている。 

                  + 

• 設備投資=将来の自分への投資 

   → 将来の地域インフラへ 

 



まとめ 

• 日常生活とエネルギーは切っても切れない密接
な関係を持っている 

• 日常の移動手段を含めたライフシーンにおける
エネルギー消費の再考が不可欠 

• 東日本大震災をきっかけにエネルギーも選択で
きる時代に入った 

 エネルギーの未来像 

   = 一人ひとりのライフスタイルの未来像 



思い立ったが吉日です。 

我が家の電気代の現状を見つめ直し、 

再考することで 

低炭素・循環型の未来社会づくりに 

参加してみませんか !! 

 ご清聴ありがとうございました。 


